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1

張
鷟
『
朝
野
僉
載
』
に
つ
い
て

溝
部
良
恵

は
じ
め
に

『
朝
野
僉
載
』
は
、
唐
代
高
宗
期
か
ら
玄
宗
期
に
在
世
し
た
張
鷟
が
、
当
時
の
朝
野
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
記
し
た
書
で
あ
る
。
書

名
の
「
僉
」
と
は
、「
全
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
文
字
通
り
、
武
后
期
を
中
心
と
し
た
政
治
の
腐
敗
ぶ
り
を
鋭
く
批
判
し
た
話
や

死
者
の
再
生
や
鬼
の
出
現
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た
所
謂
志
怪
風
の
話
ま
で
、
様
々
な
階
層
に
あ
る
人
々
の
多
岐
に
わ
た
る
話
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は
一
般
的
に
『
朝
野
僉
載
』
は
、
歴
史
と
小
説
の
間
に
あ
る
よ
う
な
書
物
と
看
做
さ
れ
、

歴
史
書
と
し
て
あ
る
い
は
小
説
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
『
朝
野
僉
載
』
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
が
行
わ
れ
、
成
果
を

上
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
、『
朝
野
僉
載
』
は
ど
の
よ
う
な
性
質
を
も
つ
書
と
い
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
ま
た

小
説
史
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
考
察
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
、『
朝
野
僉

載
』
の
分
析
を
試
み
て
み
た
い
。
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一
．
張
鷟
に
つ
い
て

張
鷟
自
身
の
伝
は
両
『
唐
書
』
に
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
が
、『
旧
唐
書
』
巻
一
四
九
及
び
『
新
唐
書
』
巻
一
六
一
に
張
鷟
の
孫
、

張
薦
の
伝
が
あ
り
、
張
鷟
に
つ
い
て
の
記
述
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
現
存
の
資
料
と
し
て
、
中
唐
劉
粛
撰
『
大
唐
新
語
』
及
び
晩
唐

莫
休
符
撰
の
『
桂
林
風
土
記
』
に
収
め
ら
れ
た
張
鷟
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
ま
た
『
朝
野
僉
載
』
の
中
に
も
、
張
鷟
が
自
身
の
経
歴

に
触
れ
て
い
る
話
が
あ
る（

（
（

。
ま
ず
こ
れ
ら
の
資
料
を
中
心
と
し
て
、
張
鷟
の
生
涯
を
概
観
し
て
み
た
い（

（
（

。

張
鷟
、
字
は
文
成
、
号
は
孚
休
子
、
深
州
陸
沢
（
現
河
北
省
深
県
）
の
人
。
五
胡
十
六
国
の
一
つ
で
あ
る
石
勒
の
建
て
た
後
趙
の
重

臣
で
あ
っ
た
張
賓
の
末
裔
で
あ
る
と
い
う
。
幼
い
頃
よ
り
、
優
れ
た
文
才
を
発
揮
し
、
弱
冠
の
頃
に
「
下
筆
成
章
」
と
い
う
制
科
に
応

じ
、
擢
第
し
た
後
、
寧
州
襄
楽
県
（
現
甘
粛
省
寧
県
の
東
北
部
）
尉
、
監
察
御
史
、
司
門
員
外
郎
の
職
を
歴
任
し
た
。
玄
宗
の
開
元
初

め
、
宰
相
姚
崇
に
疎
ん
ぜ
ら
れ
死
を
賜
っ
た
が
、
息
子
の
陳
情
を
受
け
て
、
張
廷
珪
、
李
日
知
が
と
り
な
し
、
死
を
免
れ
嶺
南
に
流
さ

れ
る
。
数
年
後
龔
州
長
史
と
な
り
、
後
七
十
三
歳
で
卒
し
た
。
張
鷟
は
、
七
度
科
挙
に
応
じ
、
四
回
選
抜
さ
れ
、
皆
甲
科
で
受
か
っ
た

と
い
う
。
張
鷟
の
文
名
は
、
唐
王
朝
の
み
な
ら
ず
、
突
厥
や
日
本
、
新
羅
に
も
知
れ
渡
っ
て
お
り
、
来
唐
し
た
人
々
は
張
鷟
の
著
作
を

競
っ
て
買
い
集
め
、
本
国
に
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
。

『
登
科
記
考
』
に
よ
れ
ば
、「
下
筆
成
章
」
は
、
儀
鳳
二
年
（
六
七
七
年
）
に
行
わ
れ
た
制
科
で
あ
り
、
そ
の
頃
弱
冠
、
す
な
わ
ち
二

十
歳
前
後
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
張
鷟
は
高
宗
期
の
は
じ
め
、
顕
慶
年
間
（
六
五
六
年
～
六
六
〇
年
）
前
後
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
張
鷟
が
応
挙
し
た
年
に
つ
い
て
は
、『
新
唐
書
』
で
は
「
調
露
（
六
七
九
年
～
六
八
〇
年
）
初
，
登
進
士
第
」
と
あ
る

が
、
洪
邁
『
容
斎
続
集
』
巻
一
二
「
龍
筋
鳳
髄
判
」
の
条
で
は
、『
登
科
記（

（
（

』
と
い
う
書
を
引
き
、
上
元
二
年
（
六
七
五
年
）
説
を
唱
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え
、『
新
唐
書
』
説
を
否
定
し
て
い
る（

（
（

。
ま
た
『
旧
唐
書
』
に
お
い
て
も
、「
初
登
進
士
第
―
（
中
略
）
―
又
応
下
筆
成
章
及
才
高
位
下

科
、
詞
標
文
苑
等
科
」
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
『
朝
野
僉
載
』
巻
三
「
張
鷟
」（『
広
記
』
巻
二
七
七
）
に
も
、「
鷟
初
挙
進
士
，
至
懐

州
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
張
鷟
は
下
筆
成
章
科
と
は
別
に
進
士
科
に
合
格
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

唐
代
に
お
い
て
は
、
宋
代
以
降
に
確
立
さ
れ
た
進
士
科
の
み
の
科
挙
制
度
と
は
異
な
り
、
多
く
の
科
目
に
よ
っ
て
、
選
抜
が
行
わ
れ

て
い
た
。
明
経
科
や
進
士
科
と
い
っ
た
常
科
と
よ
ば
れ
る
常
設
の
科
と
は
別
に
、
皇
帝
に
よ
っ
て
特
別
に
設
け
ら
れ
る
制
科
の
制
度
が

あ
っ
た
。
制
科
は
、
は
じ
め
皇
帝
が
口
頭
で
試
験
を
行
っ
て
い
た
が
、
高
宗
の
顕
慶
三
年
（
六
五
八
年
）
頃
か
ら
、
筆
記
に
よ
る
試
験

を
開
始
し
、
進
士
科
、
明
経
科
と
並
ぶ
唐
代
の
科
挙
制
の
主
要
な
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
た
。
制
科
で
は
、
皇
帝
の
求
め
る
人
材
に
よ
っ

て
、
科
目
が
作
ら
れ
た
。『
唐
会
要
』
に
よ
れ
ば
、
唐
代
を
通
じ
て
、
十
人
の
皇
帝
に
よ
っ
て
、
三
十
九
回
に
わ
た
り
、
六
十
三
科
目

ほ
ど
の
制
科
が
実
施
さ
れ
た
と
い
う
。
制
科
の
目
的
は
、
皇
帝
の
必
要
に
応
じ
、
迅
速
に
広
く
人
材
を
集
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
、

六
品
以
下
の
現
職
官
、
任
官
待
ち
の
前
進
士（

（
（

、
職
を
離
れ
て
い
る
前
資
官
な
ど
が
、
積
極
的
に
応
挙
し
て
い
た
。
張
鷟
が
受
け
た
下
筆

成
章
科
も
こ
う
し
た
制
科
の
科
目
の
一
種
で
あ
っ
た
。
ま
た
張
鷟
は
、
両
『
唐
書
』
に
よ
れ
ば
八
回
、『
順
宗
実
録
』、『
大
唐
新
語
』、

『
桂
林
風
土
記
』、『
独
異
志
』
に
よ
れ
ば
七
回
の
制
科
を
受
け
て
お
り
、
神
龍
二
年
（
七
〇
六
年
）
に
は
、
才
膺
管
楽
科（

（
（

及
び
才
高
位

下
科（

（
（

に
、
景
雲
二
年
（
七
一
一
年
）
に
は
賢
良
方
正
科（

（
（

に
、
ま
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
詞
標
文
苑
科
に
応
じ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ

て
い
る（

（
（

。

次
に
張
鷟
の
任
官
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
み
た
い
。
唐
代
の
科
挙
制
に
お
い
て
は
、
進
士
科
や
明
経
科
は
、
礼
部
に
お
け
る
試
験
で

あ
り
、
実
際
に
任
官
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
吏
部
の
試
験
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
制
科
に
お
い
て
は
、
任
官
も

す
ぐ
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。『
桂
林
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
張
鷟
は
下
筆
成
章
科
を
受
け
た
後
、「
中
書
侍
郎
薛
元
超
，
特
授
寧
州

襄
楽
県
尉
」
と
あ
る
。
寧
州
襄
楽
県
は
、
現
在
の
甘
粛
省
寧
県
の
東
北
部
に
あ
た
る
が
、
張
鷟
の
も
う
一
つ
の
著
作
と
し
て
名
高
い
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『
遊
仙
窟
』
の
題
辞
に
は
「
寧
州
襄
楽
県
尉
張
文
成
作
」
と
見
え
、
こ
の
作
品
が
若
い
頃
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
後
の
任
官
に
つ
い
て
も
、
ま
と
ま
っ
た
記
述
は
な
く
、『
桂
林
風
土
記
』、
両
『
唐
書
』、『
朝
野
僉
載
』
な
ど
か
ら
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
以
下
各
書
に
書
か
れ
た
張
鷟
の
任
官
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。

職
種

任
官
時
期

根
拠

寧
州
襄
楽
県
尉

儀
鳳
二
年
（
六
七
七
年
）
張
鷟
二
十
二
歳
頃

『
桂
林
風
土
記
』

監
察
御
史

長
寿
（
六
九
二
年
～
六
九
四
年
）
中

張
鷟
三
十
五
歳
～
四
十
歳
頃

『
新
唐
書
』「
劉
奇
伝
」

処
州
司
倉

久
視
元
年
（
七
〇
〇
年
）
或
い
は
長
安
（
七
〇
一
年
～

七
〇
四
年
）
初

張
鷟
四
十
歳
～
四
十
五
歳
頃

『
大
唐
新
語
』
巻
八

『
朝
野
僉
載
』
巻
二

柳
州
司
戸

長
安
初

『
朝
野
僉
載
』
巻
二

徳
州
平
昌
令

長
安
元
年

『
朝
野
僉
載
』
巻
二

長
安
尉

景
雲
元
年
（
七
一
〇
年
）
頃

張
鷟
五
十
歳
頃

『
桂
林
風
土
記
』

岐
王
府
參
軍

景
雲
二
年
（
七
一
一
年
）

『
朝
野
僉
載
』
巻
一
、
巻
三
お
よ
び
『
容
斎
続
集
』
巻
一

鴻
臚
寺
丞

景
雲
二
年
（
七
一
一
年
）　

『
朝
野
僉
載
』
巻
一
、
巻
三
お
よ
び
『
容
斎
続
集
』
巻
一
二

嶺
南
へ
左
遷

開
元
二
年
（
七
一
四
年
）

張
鷟
五
十
五
歳
頃

『
朝
野
僉
載
』
巻
一

龔
州
長
史

開
元
八
年
（
七
二
〇
年
）
頃

張
鷟
六
十
歳
頃

『
桂
林
風
土
記
』

司
門
員
外
郎

開
元
中

『
旧
唐
書
』
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他
に
任
官
年
の
不
明
な
官
職
と
し
て
、
河
陽
令
（『
朝
野
僉
載
』
巻
五
）、
洛
陽
令
（『
大
唐
新
語
』
巻
八
）
が
あ
る
。
以
上
が
各
書

か
ら
わ
か
る
張
鷟
の
任
官
状
況
で
あ
る
。
若
い
頃
か
ら
文
名
を
得
て
い
た
も
の
の
、
官
職
と
し
て
は
、
主
に
六
品
官
で
あ
る
県
尉
、
司

戸
な
ど
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
武
后
期
久
視
元
年
か
ら
長
安
年
間
初
め
に
か
け
て
、
処
州
司
倉
に
左
遷
さ
れ
た
の
ち
、
柳
州

司
戸
、
徳
州
平
昌
令
と
短
期
間
に
任
地
を
移
り
、
玄
宗
の
開
元
初
め
に
は
、
嶺
南
に
左
遷
さ
れ
て
お
り
、
張
鷟
の
官
人
と
し
て
の
経
歴

は
、
平
坦
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
開
元
年
間
の
左
遷
に
つ
い
て
は
、『
旧
唐
書
』
に
よ
れ
ば
、
張
鷟
の
性
格
は

「
性
褊
操
，
不
持
士
行
，
尤
為
端
士
所
悪
」、『
新
唐
書
』
に
よ
れ
ば
、「
性
躁
卞
，
儻
蕩
無
検
，
罕
為
正
人
所
遇
」
で
あ
っ
た
た
め
、
宰

相
の
姚
崇
に
疎
ま
れ
た
た
め
だ
と
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
張
鷟
は
高
宗
期
か
ら
玄
宗
の
開
元
年
間
の
前
半
期
ま
で
在
世
し
た
が
、
張
鷟
の
三
十
代
か
ら
四
十
代
に
あ
た
る
高

宗
期
に
は
、
政
治
の
実
権
は
、
皇
后
で
あ
る
武
后
が
握
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
高
宗
の
死
後
、
中
国
史
上
は
じ
め
て
、
女
性
と
し
て
武
后

が
皇
帝
に
ま
で
上
り
詰
め
、
国
号
も
周
と
変
え
、
唐
王
朝
が
実
質
上
一
時
断
絶
す
る
と
い
う
特
異
な
時
代
に
あ
た
っ
て
い
た
。
近
年
で

は
、
武
后
は
、
狄
仁
傑
な
ど
優
秀
な
科
挙
官
僚
を
起
用
し
、
貴
族
制
に
よ
ら
ず
に
、
実
力
に
よ
り
人
材
登
用
を
し
た
点
な
ど
を
再
評
価

も
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
薛
懐
義
や
武
三
思
、
張
易
之
な
ど
を
寵
愛
し
、
彼
ら
が
権
勢
を
振
る
う
こ
と
を
許
し
、
政
治
に
腐
敗
と
混

乱
を
も
た
ら
し
た
点
も
看
過
で
き
な
い
。
張
鷟
自
身
は
、『
朝
野
僉
載
』
に
お
い
て
、
武
后
に
阿
り
、
権
力
を
握
っ
て
い
た
人
々
の
理

不
尽
な
行
い
を
記
し
、
繰
り
返
し
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
自
身
の
直
言
を
辞
さ
な
い
性
格
の
た
め
か
、
幼
い
頃
か
ら
、
神
童
と

し
て
名
を
馳
せ
な
が
ら
も
、
目
立
っ
た
官
職
に
つ
く
こ
と
も
で
き
ず
、
五
十
歳
を
す
ぎ
て
も
制
科
を
受
け
続
け
て
い
た
こ
と
か
ら
も
張

鷟
に
と
っ
て
、
官
吏
と
し
て
の
人
生
は
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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二
．『
朝
野
僉
載
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

次
に
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。『
旧
唐
書
』「
芸
文
志
」
に
は
、『
朝
野
僉
載
』
の
名
は
見
え
な
い
。『
新
唐
書
』「
芸
文
志
」

で
は
、「
史
部
雑
伝
記
類
」
に
「
張
鷟
朝
野
僉
載
二
十
巻
自
号
浮
休
子
」
と
あ
る
。『
宋
史
』「
芸
文
志
」
で
は
、「
史
部
伝
記
類
」
に

「
朝
野
僉
載
二
十
巻
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
続
け
て
「
僉
載
補
遺
三
巻
」
と
あ
る
。『
補
遺
』
の
書
名
は
、
尤
袤
『
遂
書
堂
書
目
』、
馬
端

臨
『
文
献
通
考
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
宋
代
に
は
『
朝
野
僉
載
』
に
倣
い
後
人
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
書
が
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。『
朝
野
僉
載
』
の
逸
文
を
多
く
収
め
る
宋
太
平
興
国
三
年
（
九
七
八
年
）
成
立
の
『
太
平
広
記
』
に
は
、
明
ら
か
に
張
鷟

の
死
後
の
出
来
事
に
つ
い
て
記
し
た
話
も
あ
る
が
、『
朝
野
僉
載
補
遺
』
の
書
名
は
、『
太
平
広
記
』
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。『
太
平
広

記
』
編
纂
時
に
、『
朝
野
僉
載
補
遺
』
が
成
立
し
て
い
た
か
否
か
速
断
は
で
き
な
い
が
、『
太
平
広
記
』
中
に
は
、『
朝
野
僉
載
補
遺
』

の
逸
文
は
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
『
補
遺
』
に
つ
い
て
は
、
晁
公
武
『
郡
斎
読
書
志
』
に
「
朝
野
僉
載
補
遺
三
巻
，
右
唐
張
鷟
文
成
撰
，
分
三
十
五
門
，
載
唐
朝

雑
事
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
『
朝
野
僉
載
補
遺
』
は
三
十
五
部
門
に
分
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
上
記
し
た
よ
う

に
『
補
遺
』
が
張
鷟
の
著
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
が
、
周
勛
初
氏
は
、
宋
の
王
楙
『
野
客
叢
書
』
巻
三
十
に
龔
養
正
『
続

釈
常
談
』
と
い
う
書
物
か
ら
の
記
事
を
引
き
、「
見
『
朝
野
僉
載
・
俗
諺
篇
』」
と
あ
る
の
は
、
晁
公
武
の
説
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
、

『
朝
野
僉
載
』
原
本
で
も
、
部
門
が
分
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る（

（1
（

。

ま
た
『
直
斎
書
録
解
題
』
に
は
、「
其
書
本
三
十
巻
」
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
大
方
の
書
目
が
二
十
巻
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
原
本
は
二
十
巻
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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し
か
し
原
本
は
、
そ
の
後
散
逸
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、『
四
庫
全
書
総
目
』「
小
説
家
・
雑
事
類
」
に
は
、「
朝
野
僉
載
六
巻
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
四
庫
全
書
』
に
収
め
ら
れ
た
六
巻
本
と
は
、
明
の
陳
継
儒
に
よ
る
叢
書
『
宝
顔
堂
秘
笈
』
に
収
め
ら
れ
て
い

た
も
の
に
基
づ
く
。
こ
の
六
巻
本
の
内
容
は
『
太
平
広
記
』
所
収
の
『
朝
野
僉
載
』
の
逸
文
を
集
め
た
も
の
で
、『
太
平
広
記
』
に
収

録
さ
れ
て
い
る
四
百
条
あ
ま
り
の
逸
文
の
う
ち
三
百
七
十
条
あ
ま
り
を
収
め
る
。
例
え
ば
巻
一
に
は
、
主
に
『
太
平
広
記
』
巻
二
一
六

～
巻
二
二
〇
、
巻
一
六
二
～
巻
一
六
五
、
巻
一
四
六
～
巻
一
五
〇
、
巻
一
三
七
～
巻
一
四
〇
の
順
に
約
八
十
条
近
く
の
話
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。『
太
平
広
記
』
の
巻
数
の
並
び
方
は
恣
意
的
で
あ
る
が
、
各
話
の
配
列
は
、『
太
平
広
記
』
と
一
致
す
る
。

余
嘉
錫
『
四
庫
提
要
辨
証
』
巻
十
七
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
十
巻
鈔
本
が
存
在
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
余
嘉
錫
に
よ
れ
ば
、
こ

の
十
巻
本
は
、
六
巻
本
と
同
じ
内
容
を
持
ち
、
六
巻
本
の
巻
一
～
三
が
十
巻
本
の
巻
一
～
巻
五
に
、
六
巻
本
の
巻
四
～
巻
六
が
、
十
巻

本
の
巻
六
～
巻
十
に
該
当
す
る
と
い
う
。
趙
守
儼
氏
は
、
現
在
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
五
巻
本
の
『
朝
野
僉
載
』
は
、『
四
庫
提

要
辨
証
』
の
記
述
か
ら
み
て
、
余
嘉
錫
が
見
た
十
巻
本
の
残
本
で
あ
る
と
指
摘
す
る（

（1
（

。
ま
た
日
本
の
静
嘉
堂
文
庫
に
も
、
十
巻
鈔
本

（
年
代
不
詳
）
が
あ
る
。
福
田
俊
昭
氏
に
よ
れ
ば
、
六
巻
本
と
静
嘉
堂
蔵
鈔
本
は
、「
収
録
説
話
の
配
列
を
同
じ
く
し
、
多
少
の
出
入
り

は
あ
る
も
の
の
、
所
収
録
話
の
数
も
ほ
ぼ
同
じ
」
で
あ
る
と
い
う（

（1
（

。
十
巻
本
に
は
、
各
話
に
篇
名
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
趙
氏
及
び
福

田
氏
の
記
述
か
ら
、
国
家
図
書
館
蔵
本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
の
内
容
が
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
、
こ
の
二
本
は
同
系
統
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
太
平
広
記
』、
六
巻
本
以
外
に
も
、『
資
治
通
鑑
考
異
』（
二
十
六
則
）
及
び
『
類
説
』（
六
十
七
則
）、『
説
郛
』（
三
十
八
条
）
な
ど

の
類
書
に
も
逸
文
が
残
さ
れ
て
お
り
、『
太
平
広
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
話
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
節
録
で
あ
る
も
の
が
多
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
『
朝
野
僉
載
』
の
逸
文
の
中
で
は
、『
宝
顔
堂
秘
笈
』
所
収
の
六
巻
本
が
、
比
較
的
原
本
に
近
い
内
容

を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
六
巻
本
を
底
本
と
し
て
、
趙
守
儼
氏
に
よ
る
校
勘
と
『
説
郛
』
な
ど
の
逸
文
を
加
え
た
『
朝
野
僉
載（

（1
（

』
が
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中
華
書
局
よ
り
出
版
さ
れ
て
お
り
、
現
在
最
も
信
頼
で
き
る
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
中
華
書
局
本
を
底
本
と
し

て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
『
太
平
広
記
』
に
つ
い
て
は
、
中
華
書
局
本
及
び
張
国
風
会
校
『
太
平
広
記
会
校
』
を
適
宜
参
照
し
た（

（1
（

。

三
．
先
行
研
究
及
び
問
題
の
所
在
に
つ
い
て

次
に
『
朝
野
僉
載
』
に
つ
い
て
、
歴
代
の
書
目
に
お
け
る
分
類
を
簡
単
に
整
理
し
て
み
た
い（

（1
（

。

『
朝
野
僉
載
』
が
最
初
に
記
載
さ
れ
た
書
目
で
あ
る
『
新
唐
書
』「
芸
文
志
」
に
お
い
て
は
、「
史
部
雑
伝
記
類
」
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。

周
知
の
通
り
、『
新
唐
書
』「
芸
文
志
」
に
お
い
て
は
、『
隋
書
』
や
『
旧
唐
書
』
に
お
い
て
史
部
雑
伝
類
に
分
類
さ
れ
て
い
た
『
捜
神

記
』、『
幽
明
録
』
な
ど
の
志
怪
書
が
、
子
部
小
説
家
類
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
『
朝
野
僉
載
』
は
、
歴
史
書
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
『
新
唐
書
』
以
降
の
宋
代
の
主
な
書
目
、『
郡
斎
読
書
志
』、『
通
志
』「
芸
文
略
」、『
遂

初
堂
書
目
』、『
直
斎
書
録
解
題
』
な
ど
で
は
、
小
説
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
宋
の
洪
邁
は
、「
僉
載
紀
事
，
皆
瑣
言
擿
裂
，

且
多
媟
語
」（『
容
斎
続
集
』
巻
二
）
と
し
て
、『
朝
野
僉
載
』
の
内
容
の
信
憑
性
に
対
し
て
厳
し
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。
し
か
し
『
宋

史
』「
芸
文
志
」
で
は
「
雑
記
類
」
に
、
さ
ら
に
明
代
の
『
世
善
堂
蔵
書
目
録
』
に
お
い
て
も
「
稗
史
野
史
并
雑
記
」
類
に
分
類
さ
れ

て
お
り
、
な
お
歴
史
書
と
看
做
す
書
目
も
あ
っ
た
。『
四
庫
全
書
提
要
』
で
は
「
小
説
家
類
」
に
分
類
し
た
上
で
、「
其
書
皆
紀
唐
代
故

事
，
而
於
諧
噱
荒
怪
繊
悉
臚
載
，
未
免
失
於
繊
砕
。
故
洪
邁
容
斎
随
筆
譏
其
記
事
瑣
屑
摘
，
且
多
媟
語
。
然
耳
目
所
接
，
可
拠
者
多
。

故
司
馬
光
作
通
鑑
亦
引
之
。
兼
収
博
採
，
固
未
嘗
無
裨
於
見
聞
。」
と
評
し
、
一
部
は
歴
史
書
と
看
做
せ
る
が
、
中
に
は
信
用
で
き
な

い
話
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
『
朝
野
僉
載
』
に
対
す
る
評
価
を
ま
と
め
て
い
る
。

近
代
以
降
、
西
洋
の
小
説
（novel

）
観
の
影
響
を
受
け
、
中
国
小
説
史
が
構
築
さ
れ
て
い
く
。
六
朝
か
ら
唐
代
に
か
け
て
は
、
事
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実
の
記
録
で
あ
っ
た
六
朝
の
志
怪
か
ら
虚
構
を
駆
使
し
て
描
か
れ
た
唐
代
の
伝
奇
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、『
朝
野
僉
載
』
を
小
説
（novel

）
と
し
て
見
做
す
見
方
も
あ
る
。
例
え
ば
侯
忠
義
氏
の
『
隋
唐
五
代
小
説
史（

（1
（

』
に
お
い
て
は
、

『
朝
野
僉
載
』
は
、
第
六
章
「
唐
代
軼
事
小
説
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
于
偉
娜
「
張
鷟
小
説
研
究（

（1
（

」
で
は
、『
朝
野
僉
載
』
を
小
説
の
観

点
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
程
毅
中
『
唐
代
小
説
史
』
で
は
、「
遊
仙
窟
附
朝
野
僉
載
」
と
し
て
と
り
あ
げ
、
初
唐
期
に
お
け
る
『
朝
野

僉
載
』
の
小
説
的
な
価
値
を
認
め
な
が
ら
も
、
小
説
史
の
中
で
一
項
目
を
た
て
て
扱
う
こ
と
は
せ
ず
、
小
説
史
の
史
料
と
し
て
言
及
す

る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
唐
、
五
代
の
小
説
研
究
の
基
本
書
で
あ
る
李
剣
国
氏
の
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
序
録
』
に
は
、『
朝
野
僉

載
』
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
黄
永
年
、
周
勛
初
氏
な
ど
は
、『
朝
野
僉
載
』
を
歴
史
書
と
し
て
扱
う
立
場
を
と
る（

（1
（

。
さ
ら
に
王

元
元
「『
朝
野
僉
載
』
的
資
料
価
値
研
究（

（1
（

」
や
盛
亮
「『
朝
野
僉
載
』
研
究（

（2
（

」
で
は
、
新
旧
『
唐
書
』、『
資
治
通
鑑
』、『
資
治
通
鑑
考

異
』
と
の
詳
細
な
比
較
を
通
じ
、『
朝
野
僉
載
』
の
歴
史
書
と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

以
上
の
各
研
究
は
、
小
説
（novel

）
と
し
て
の
要
素
、
歴
史
書
と
し
て
の
要
素
を
そ
れ
ぞ
れ
『
朝
野
僉
載
』
の
中
に
見
出
す
こ
と

で
、『
朝
野
僉
載
』
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、
一
方
で
、
張
鷟
が
『
朝
野
僉
載
』
を
著
し
た
意
図
と

は
必
ず
し
も
合
致
し
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
小
説
的
な
要
素
を
評
価
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
、
細
か
な
描

写
を
持
つ
話
が
注
目
さ
れ
る
が
、
高
宗
期
か
ら
玄
宗
期
の
世
相
を
広
く
記
し
た
と
い
う
『
朝
野
僉
載
』
の
重
要
な
性
質
を
見
落
と
す
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
歴
史
書
と
し
て
評
価
す
る
観
点
か
ら
い
え
ば
、
誇
張
さ
れ
た
文
章
や
鬼
神
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た

文
章
は
、
根
拠
の
な
い
話
と
し
て
退
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
歴
史
書
か
小
説
か
と
い
う
い
ず
れ
か
の
基
準
で
の
み
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、『
朝
野
僉
載
』
と
は
い
か
な
る
性
質
を
持
つ
書
物
な
の
か
、
そ
の
点
を
考
え
る
こ
と
が
重

要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
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四
．『
朝
野
僉
載
』
の
内
容
に
つ
い
て

『
太
平
広
記
』
の
分
類
を
参
考
に
、
現
存
す
る
『
朝
野
僉
載
』
の
全
体
の
内
容
を
把
握
し
て
み
た
い
。（
括
弧
内
の
数
字
は
、
話
数
）

異
僧
（
4
）
報
応
（
21
）
徴
応
（
35
）
定
数
（
15
）
感
応
（
1
）
讖
応
（
24
）
廉
倹
（
6
）
気
義
（
1
）
知
人
（
1
）
精
察
（
9
）

幼
敏
（
2
）
器
量
（
3
）
貢
挙
（
1
）
銓
選
（
3
）
将
帥
（
1
）
驍
勇
（
6
）
豪
侠
（
1
）
博
物
（
1
）
文
章
（
2
）
才
名
（
3
）
楽

（
2
）
書
（
1
）
画
（
1
）
卜
筮
（
4
）
医
（
13
）
伎
巧
（
9
）
器
玩
（
4
）
奢
侈
（
7
）
詭
詐
（
8
）
諂
佞
（
10
）
謬
誤
（
3
）
治

生
（
10
）
褊
急
（
3
）
詼
諧
（
4
）
嘲
誚
（
15
）
嗤
鄙
（
29
）
無
頼
（
11
）
軽
薄
（
1
）
酷
暴
（
25
）
婦
人
（
8
）
童
仆
（
1
）
夢

（
8
）
巫
（
6
）
幻
術
（
10
）
妖
妄
（
11
）
神
（
2
）
鬼
（
5
）
妖
怪
（
5
）
精
怪
（
1
）
再
生
（
3
）
冢
墓
（
4
）
銘
記
（
2
）
山

（
1
）
石
（
3
）
宝
（
1
）
草
木
（
3
）
龍
（
1
）
虎
（
2
）
畜
獣
（
10
）
狐
（
3
）
蛇
（
7
）
禽
鳥
（
14
）
水
族
（
6
）
昆
虫

（
2
）
蛮
夷
（
3
）
雜
録
（
4
）（
計
四
百
二
十
六
条
）

こ
の
他
に
中
華
書
局
本
に
は
、
他
書
か
ら
の
逸
文
が
三
十
三
条
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
趙
氏
が
遺
漏
し
た
逸
文
も
数
条
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
適
宜
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

『
太
平
広
記
』
は
、
全
部
で
九
十
二
の
分
類
に
わ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
六
十
七
の
分
類
に
『
朝
野
僉
載
』
の
話
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
太
平
広
記
』
巻
二
一
八
か
ら
巻
二
二
〇
「
医
」
に
お
さ
め
ら
れ
る
医
療
に
関
す
る
話
と
し
て
、
当
時
の
名

医
に
関
す
る
話
（「
張
文
仲
」『
広
記
』
巻
二
一
八
、
中
華
書
局
本
巻
一
）
や
薬
に
関
す
る
話
（「
雑
説
薬
」『
広
記
』
巻
二
二
〇
、
中
華

書
局
本
巻
一
）、
奇
病
に
関
す
る
話
（「
崔
爽
」、「
崔
融
」
い
ず
れ
も
『
広
記
』
巻
二
二
〇
、
中
華
書
局
本
巻
一
）、
武
后
の
よ
う
な
皇

帝
や
自
身
と
同
じ
官
僚
に
つ
い
て
の
話
、
あ
る
い
は
様
々
な
商
売
を
行
う
人
々
の
話
（「
何
明
遠
」、「
羅
会
」
い
ず
れ
も
『
広
記
』
巻
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二
四
三
、
中
華
書
局
本
巻
三
）、
異
民
族
に
関
す
る
話
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
に
関
す
る
話
（「
河
南
妖
主
」、「
梁
州
妖
主
」
い
ず
れ
も

『
広
記
』
巻
二
四
三
、
中
華
書
局
本
巻
三
）
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
書
名
の
通
り
、
朝
野
に
わ
た
る
様
々
な
話
が
収
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
『
朝
野
僉
載
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
話
は
、
ほ
と
ん
ど
が
唐
代
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
。
唐
代
の
も
の
と
判
明
す
る
話
は
、
全

部
で
百
四
十
六
条
ほ
ど
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
十
八
話
が
高
宗
期
、
七
話
が
睿
宗
期
、
六
十
八
話
が
武
后
期
、
四
話
が
中
宗
期
、

十
一
話
が
玄
宗
期
の
話
で
あ
る
と
判
明
し
て
い
る
。
張
鷟
自
身
が
生
き
て
い
た
時
の
話
、
と
り
わ
け
武
后
期
の
話
が
多
い
こ
と
が
わ
か

る
。
唐
代
以
外
の
話
と
判
明
す
る
も
の
は
、
隋
八
話
、
北
朝
七
話
、
南
朝
三
話
で
あ
る
。

話
の
背
景
と
な
る
場
所
は
、
唐
全
土
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
長
安
、
洛
陽
な
ど
の
都
や
張
鷟
の
本
籍
地
で
あ
る
深
州
近
辺
に
位
置
す

る
瀛
州
、
定
州
、
滄
州
の
話
が
各
十
話
前
後
あ
る
。
一
方
任
地
で
あ
っ
た
寧
州
、
処
州
、
柳
州
、
徳
州
に
つ
い
て
は
、
一
～
三
話
と
あ

ま
り
多
く
な
い
が
、
晩
年
に
流
さ
れ
た
嶺
南
に
つ
い
て
は
二
十
五
話
あ
る
。『
朝
野
僉
載
』
は
、
二
十
巻
と
い
う
大
部
の
書
で
あ
り
、

恐
ら
く
張
鷟
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
こ
れ
ら
の
話
を
書
き
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
背
景
と
す
る
地
名
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、
晩
年
の
嶺
南
に
お
い
て
、
比
較
的
熱
心
に
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
朝
野
僉
載
』
に
は
、
人
物
に
関
す
る
逸
話
が
多
い
が
、
最
も
多
く
名
が
見
ら
れ
る
の
は
、
武
后
で
あ
る
。
全
て
の
話
の
中
で
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
三
十
五
話
に
登
場
す
る
。
武
后
の
次
に
多
い
の
が
、
作
者
張
鷟
の
登
場
す
る
話
（
二

十
一
話
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
韋
氏
」（『
広
記
』
巻
一
四
八
、
中
華
書
局
本
巻
一
）
の
よ
う
に
、
中
宗
の
皇
后
韋
氏
が
玄
宗
に
よ
っ
て

廃
さ
れ
た
際
に
、
韋
氏
の
遠
縁
の
も
の
ま
で
処
分
が
及
ん
だ
こ
と
を
批
判
す
る
な
ど
、
自
ら
の
意
見
を
書
き
記
し
た
話
な
ど
が
見
ら
れ

る
た
め
で
あ
る
。
あ
る
い
は
「
張
鷟
自
号
浮
休
子
」（『
広
記
』
巻
一
六
九
、
中
華
書
局
本
巻
四
）
で
は
、
張
鷟
が
客
の
質
問
に
答
え
る

と
い
う
形
で
、
婁
徳
仁
、
狄
仁
傑
、
李
昭
徳
、
武
三
思
、
魏
元
忠
な
ど
同
時
代
の
政
治
家
に
つ
い
て
、
能
力
、
性
格
を
批
評
す
る
と
い
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う
話
も
あ
る
。

こ
の
他
に
は
、
武
后
に
寵
愛
を
受
け
た
張
易
之
（
十
九
話
）、
来
俊
臣
（
十
二
話
）、
武
三
思
（
九
話
）、
武
懿
宗
（
八
話
）
の
暴
虐

な
所
業
の
数
々
を
記
し
た
話
、
あ
る
い
は
反
対
に
武
后
に
反
乱
を
起
こ
し
殺
さ
れ
た
徐
敬
業
（
十
一
話
）
な
ど
に
ま
つ
わ
る
話
が
比
較

的
多
い
。

五
．
暴
政
へ
の
批
判

『
朝
野
僉
載
』
に
は
、
張
鷟
が
在
世
し
た
高
宗
期
か
ら
武
后
期
及
び
玄
宗
前
期
ま
で
を
中
心
に
、
当
時
朝
廷
で
活
躍
し
た
人
々
に
ま

つ
わ
る
話
が
多
く
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
、
当
時
の
政
治
へ
の
批
判
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
武
后
期
へ
の
批
判
が
多
い
。

武
后
は
、
高
宗
な
き
後
、
一
時
薛
懐
義
と
い
う
男
を
寵
愛
し
て
い
た
が
、
薛
は
次
第
に
武
后
の
寵
愛
を
疑
い
奇
行
を
繰
り
返
す
よ
う
に

な
っ
た
た
め
武
后
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
武
后
の
娘
太
平
公
主
は
、
薛
懐
義
を
失
っ
た
武
后
の
寂
し
さ
を
癒
す
た
め
、
神
功
元
年
（
六

九
七
年
）
頃
張
昌
宗
と
い
う
若
者
を
宮
中
に
連
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
張
昌
宗
は
、
兄
で
あ
る
張
易
之
を
武
后
に
引
き
合
わ
せ
、
以
後
こ

の
二
人
は
、
武
后
の
寵
愛
を
受
け
、
こ
の
張
氏
一
族
が
宮
中
で
権
力
を
振
る
う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
次
第
に
七
十
歳
を
過
ぎ
た
武

后
と
宮
中
で
退
廃
的
な
遊
び
に
興
じ
る
張
易
之
達
や
張
一
族
の
横
行
に
対
し
、
反
発
す
る
動
き
が
出
て
く
る
。
武
后
も
高
齢
の
た
め
、

衰
え
を
隠
せ
ず
、
そ
う
し
た
動
き
を
抑
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
神
龍
元
年
（
七
〇
五
年
）
宰
相
の
張
柬
之
ら
を
中
心
と
し

た
ク
ー
デ
タ
ー
が
決
行
さ
れ
、
武
后
は
廃
位
と
な
り
、
張
易
之
兄
弟
ら
は
殺
さ
れ
た（

（2
（

。

『
朝
野
僉
載
』
に
は
、
こ
の
張
易
之
に
つ
い
て
、
権
勢
を
ふ
る
っ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
張
昌
儀
」（『
広
記
』
巻
二

四
三
、
中
華
書
局
本
巻
三
）
は
、「
張
昌
儀
は
張
易
之
の
権
勢
を
か
り
自
身
も
権
勢
を
ふ
る
い
阿
る
も
の
に
は
、
職
を
与
え
て
い
た
。
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あ
る
時
薛
某
と
い
う
も
の
が
、
職
の
斡
旋
を
頼
み
、
昌
儀
は
そ
れ
を
さ
ら
に
張
錫
に
頼
ん
だ
が
、
張
錫
は
書
状
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
。

か
ろ
う
じ
て
昌
儀
が
薛
と
い
う
苗
字
を
覚
え
て
い
た
た
め
、
薛
と
い
う
苗
字
の
も
の
六
十
名
あ
ま
り
に
職
を
与
え
て
し
ま
っ
た
」
と
い

う
話
で
あ
る
。
他
に
も
張
易
之
が
権
勢
を
利
用
し
て
、
母
親
の
た
め
に
、
贅
沢
な
品
を
集
め
た
こ
と
が
書
か
れ
た
「
張
易
之
」（『
広

記
』
巻
二
三
六
、
中
華
書
局
本
巻
四
）、
張
昌
期
が
道
端
で
気
に
入
っ
た
人
妻
を
奪
い
、
追
い
す
が
る
夫
を
他
の
罪
で
殺
し
た
「
張
易

之
兄
弟
」（『
広
記
』
巻
二
六
三
、
中
華
書
局
本
補
輯
）
な
ど
、
武
后
の
寵
愛
を
背
景
と
し
た
張
氏
一
族
の
傍
若
無
人
な
ふ
る
ま
い
が
記

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
張
氏
一
族
以
外
の
多
く
の
酷
吏
の
行
動
も
書
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
段
崇
簡
」「
崔
玄
信
」（
い
ず
れ
も
『
広
記
』
巻
二
四
三
、

中
華
書
局
本
巻
三
）
や
「
陳
承
親
」（『
広
記
』
巻
二
六
七
、
中
華
書
局
本
巻
二
）
に
は
、
任
地
で
、
人
々
か
ら
金
銀
財
物
を
取
り
上
げ

暴
利
を
貪
る
官
吏
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
い
は
『
広
記
』
巻
二
六
七
、
中
華
書
局
本
巻
二
に
は
、
私
的
に
権
勢
を
ふ
る
い
、
人
肉
を
食
し
た
り
、
拷
問
を
行
う
酷
吏
に
つ

い
て
の
記
述
が
複
数
篇
収
め
ら
れ
て
い
る
。（「
独
孤
荘
」、「
索
元
礼
」、「
羅
職
人
」、「
成
王
千
里
」、「
李
全
交
」
な
ど
）
そ
の
中
で
も

特
に
「
京
師
三
豹
」
に
は
、
李
全
交
、
李
嵩
、
王
旭
の
三
名
が
「
京
師
三
豹
」
と
よ
ば
れ
、
そ
の
凶
暴
さ
が
恐
れ
ら
れ
た
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
。
各
人
が
行
っ
た
拷
問
に
、
人
々
は
安
心
し
た
生
活
が
で
き
ず
、
囚
人
は
死
を
望
む
（
人
不
聊
生
，
囚
皆
乞
死
）
と
い
う
ほ

ど
過
酷
な
状
況
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
暴
政
に
対
し
、
張
鷟
は
、
記
事
を
記
す
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の
感
想
、
批
評
を
記
す
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
「
元
楷
」

（『
広
記
』
巻
二
六
七
、
中
華
書
局
本
巻
二
）
は
、「
元
楷
は
、
三
代
に
わ
た
り
、
密
告
に
よ
っ
て
官
職
を
得
て
き
た
が
、
息
子
は
、
先

天
二
年
、
反
逆
の
罪
に
問
わ
れ
、
一
家
で
流
罪
に
あ
う
」
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
そ
の
最
後
に
は
、「
こ
れ
こ
そ
「
積
悪
の
家
に
は
、

必
ず
余
殃
有
り
（
積
悪
之
家
必
有
余
殃
也
）」
と
い
う
も
の
だ
」
と
『
易
経
』
を
引
用
し
、
批
判
す
る
。『
広
記
』
巻
二
四
〇
、
中
華
書
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局
本
巻
五
に
は
、
武
后
あ
る
い
は
武
后
の
周
辺
の
人
々
へ
阿
る
人
々
の
姿
が
多
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
そ
の
弊
害
を
批

判
し
（「
張
岌
」「
偷
媚
取
容
，
実
名
教
之
大
弊
也
」）、
教
訓
と
す
べ
き
（「
薜
稷
」「
后
之
君
子
，
可
不
監
哉
」）
と
の
寸
評
が
記
さ
れ

て
い
る
。

あ
る
い
は
、「
武
攸
寧
」（『
広
記
』
巻
一
二
五
、
中
華
書
局
本
巻
二
）「
法
外
な
方
法
で
人
々
か
ら
財
物
を
取
り
た
て
、
人
々
は
苦
し

ん
で
い
た
が
、
あ
る
時
財
物
を
収
め
て
い
た
倉
庫
が
雷
に
よ
っ
て
焼
き
つ
く
さ
れ
、
武
攸
寧
は
脚
に
腫
瘍
が
で
き
て
、
数
か
月
苦
し
ん

だ
の
ち
に
亡
く
な
る
」、「
謝
祐
」（『
広
記
』
巻
一
二
五
、
中
華
書
局
本
巻
二
）「
謝
祐
は
残
忍
な
性
格
で
知
ら
れ
て
い
た
。
武
后
の
時

に
太
宗
の
子
、
曹
王
が
謝
の
任
地
に
流
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
、
自
死
を
せ
ま
っ
た
。
後
に
夜
に
刺
客
が
現
れ
、
謝
祐
の
首
を
持
っ
て
い

っ
た
。
後
に
曹
王
の
家
が
取
り
潰
し
に
な
り
調
べ
ら
れ
る
と
、
人
の
首
が
で
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
謝
祐
と
書
か
れ
、
み
な
は
便
器
が

わ
り
に
つ
か
っ
て
い
た
」
と
い
う
よ
う
な
グ
ロ
テ
ス
ク
な
報
応
の
話
も
記
さ
れ
て
い
る
。

内
山
知
也
氏
は
、
こ
う
し
た
張
鷟
の
姿
勢
に
対
し
、「
権
力
を
振
う
人
物
に
対
し
て
は
、
そ
の
暴
虐
を
さ
ら
け
出
す
と
共
に
、
そ
の

人
間
的
欠
陥
・
弱
点
を
遠
慮
な
く
衝
い
て
い
る
」
と
指
摘
す
る（

（2
（

。

し
か
し
、
張
鷟
が
記
し
た
の
は
、
権
力
を
振
る
う
人
々
だ
け
な
く
、
一
般
の
人
に
対
し
て
も
、
同
じ
く
冷
静
な
視
線
を
向
け
て
お
り
、

ま
た
そ
こ
に
は
張
鷟
の
強
い
正
義
感
が
見
て
取
れ
る
。
次
節
で
は
、
特
に
婦
人
に
関
す
る
話
を
取
り
上
げ
、
考
え
て
み
た
い
。

六
．
正
妻
の
機
知
と
嫉
妬

『
広
記
』
巻
二
七
〇
か
ら
巻
二
七
四
「
婦
人
」
に
は
、『
朝
野
僉
載
』
を
出
典
と
す
る
話
が
八
話
あ
る（

（2
（

。「
董
氏
」
は
、「
侯
敏
は
、
武

后
の
寵
臣
来
俊
臣
に
阿
っ
て
い
た
が
、
妻
の
董
氏
は
こ
れ
に
反
対
し
て
い
た
。
後
に
侯
敏
は
来
俊
臣
に
左
遷
さ
せ
ら
れ
る
が
、
妻
の
助
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言
に
従
い
、
難
を
逃
れ
、
ま
た
来
俊
臣
の
失
脚
の
際
に
も
侯
敏
は
事
な
き
を
得
た
」
と
い
う
話
で
あ
る
。
あ
る
い
は
「
李
畬
」
は
、
役

所
か
ら
慣
例
と
し
て
米
や
足
代
を
持
ち
だ
し
て
く
る
息
子
の
行
動
を
諫
め
、
不
正
を
許
さ
ず
、
罪
を
親
告
さ
せ
る
母
の
話
で
あ
る
。

「
盧
献
妻
」、「
鄧
廉
妻
」
で
は
、
夫
の
死
後
、
周
り
の
勧
め
が
あ
っ
て
も
再
婚
を
拒
み
筋
を
通
そ
う
と
す
る
女
性
た
ち
の
姿
が
書
か
れ

て
い
る
。

一
方
で
、『
広
記
』
巻
一
〇
二
か
ら
巻
一
三
四
「
報
応
」、
中
華
書
局
本
巻
二
に
は
、
嫉
妬
に
関
す
る
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

「
杜
昌
の
妻
は
と
て
も
嫉
妬
深
く
て
、
愛
妾
の
指
や
舌
を
切
り
落
と
し
て
し
ま
っ
た
」（「
金
荊
」）、「
范
略
の
妻
は
、
夫
の
愛
妾
に
嫉
妬

し
て
そ
の
耳
と
鼻
を
そ
い
で
し
ま
っ
た
」（「
范
略
碑
」）、「
胡
亮
が
獠
を
討
伐
し
た
際
に
、
一
人
の
女
を
得
た
。
連
れ
帰
る
と
嫉
妬
し

た
婦
人
の
賀
氏
は
、
夫
の
留
守
中
に
、
女
の
目
に
熱
し
た
釘
を
あ
て
た
」（「
胡
亮
妾
」）、「
梁
仁
裕
の
妻
李
氏
は
、
夫
の
愛
妾
に
嫉
妬
し
、

虐
待
し
殺
し
て
し
ま
う
」（「
梁
仁
裕
婢
」）
な
ど
、
そ
の
多
く
は
、
夫
の
愛
妾
に
嫉
妬
し
、
危
害
を
加
え
る
妻
た
ち
の
話
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
妻
た
ち
は
、
自
身
あ
る
い
は
子
供
が
、
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
り
、
頭
に
腫
瘍
が
で
き
る
な
ど
、
愛
妾
に
与
え
た
の
と
同
じ

よ
う
な
苦
し
み
を
味
わ
い
、
報
い
を
受
け
る
。
当
時
、
こ
の
よ
う
に
正
妻
の
嫉
妬
に
よ
っ
て
、
凄
惨
な
暴
力
を
受
け
、
亡
く
な
っ
て
い

っ
た
女
性
た
ち
が
多
く
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
張
鷟
は
、
以
下
の
よ
う
な
話
も
記
す
。

「
任
瓌
は
、
太
宗
か
ら
女
性
を
二
人
賜
っ
た
。
妻
は
嫉
妬
し
て
、
二
人
の
髪
を
焼
い
て
し
ま
っ
た
。
太
宗
は
こ
れ
を
聞
い
て
妻

に
酒
を
与
え
て
、
飲
め
ば
す
ぐ
に
死
ぬ
酒
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
後
女
性
に
嫉
妬
し
な
け
れ
ば
、
飲
ま
な
く
て
も
よ
い
、
と
言
う
が
、

妻
は
自
身
は
糟
糠
の
妻
で
あ
り
、
死
ん
だ
ほ
う
が
ま
し
だ
と
言
い
、
酒
を
飲
み
ほ
し
た
。
し
か
し
死
ぬ
こ
と
も
な
く
、
眠
っ
た
だ

け
だ
っ
た
。
そ
こ
で
太
宗
も
匙
を
投
げ
、
二
人
の
女
性
を
別
宅
に
置
い
た
。」（「
任
瓌
」『
広
記
』
巻
二
七
二
、
中
華
書
局
本
巻
三
）
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任
瓌
の
妻
の
話
と
他
の
話
の
違
い
は
、
任
瓌
の
妻
は
、
若
い
時
に
支
え
た
夫
に
裏
切
ら
れ
た
と
い
う
嫉
妬
の
理
由
が
あ
り
、
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
妻
は
報
い
を
受
け
ず
、
皇
帝
の
決
定
を
も
変
更
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
張
鷟
は
立
場
に
限

ら
ず
、
義
を
通
す
こ
と
を
重
ん
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
『
広
記
』
巻
二
四
三
、
中
華
書
局
本
巻
三
に
は
、
何
明
遠
と
羅
会
と
い
う
商
人
や
汲
み
取
り
業
を
行
う
人
々
の
商
売

に
対
す
る
考
え
が
記
さ
れ
て
い
る
。
何
明
遠
は
、「
胡
人
に
従
っ
て
商
売
を
し
た
。
年
取
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
し
な
く
な
る
と
、
家
は

破
産
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ま
た
も
と
の
通
り
に
す
る
と
栄
え
た
」、
羅
会
は
「
汲
み
取
り
業
を
し
て
、
巨
万
の
富
を
築
い
た
。
あ
る

時
友
人
が
訪
ね
て
き
た
と
こ
ろ
、
そ
の
家
は
と
て
も
立
派
だ
っ
た
。
な
ぜ
仕
事
を
続
け
る
の
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
以
前
途
中
で
、
廃
業

し
た
ら
、
家
が
か
た
む
い
て
し
ま
っ
た
か
ら
」
と
答
え
る
。
恐
ら
く
張
鷟
は
、
何
明
遠
や
羅
会
の
自
身
の
職
業
に
対
す
る
本
質
的
な
考

え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
た
た
め
に
、
こ
の
話
を
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
不
正
、
欺
瞞
を
見
逃
さ
ず
、
立
場
で
は
な
く
、
本
質
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
話
が
、『
朝
野
僉
載
』
に
お
い
て
、
大

き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
一
方
で
、『
朝
野
僉
載
』
に
は
、
多
く
の
「
定
数
」、
人
の
定
め
に
関
す
る
話
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
張

鷟
は
、
こ
う
し
た
話
を
自
身
も
信
じ
、
熱
心
に
記
録
し
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。
次
節
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

七
．
官
職
へ
の
こ
だ
わ
り

『
朝
野
僉
載
』
に
は
、『
広
記
』「
徴
応
」、「
定
数
」、「
感
応
」、「
讖
応
」、「
夢
」
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
、
自
然
現
象
や
は
や
り
歌
、

特
異
な
出
来
事
な
ど
に
物
事
の
予
兆
を
見
る
、
あ
る
い
は
出
世
、
失
脚
な
ど
の
定
め
を
知
る
、
と
い
う
話
が
多
数
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、『
広
記
』「
夢
」（
巻
二
七
七
、
中
華
書
局
本
巻
三
）
を
中
心
に
書
か
れ
た
夢
を
解
釈
し
、
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自
分
の
官
職
を
知
ろ
う
と
す
る
話
で
あ
る
。

「
陳
安
平
」　�
十
一
月
に
養
蚕
（「
冬
絲
」）
を
し
て
い
る
夢
を
見
る
。「
冬
絲
」
＝
「
東
司
」
音
の
類
似
か
ら
次
の
役
職
が
「
東
司
」

と
予
測
さ
れ
る
。

「
李
瞿
曇
」　�

李
瞿
曇
が
、
任
期
が
終
わ
っ
た
夜
、
猪
の
母
親
を
夢
に
見
た
。「
母
猪
」
＝
「
屯
主
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
次
の
役

職
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

「
裴
元
質
」　�

裴
元
質
は
、
科
挙
の
試
験
前
夜
に
犬
が
穴
か
ら
出
て
き
た
の
で
弓
で
撃
つ
と
あ
た
っ
た
と
い
う
夢
を
み
た
。
縁
起
が
悪

い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
り
、
曹
良
史
に
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
自
分
も
そ
の
よ
う
な
夢
を
見
た
こ
と
が
あ
り
、
夢

の
中
で
神
様
が
、
こ
れ
は
「
第
」
字
に
あ
た
る
と
解
釈
し
て
く
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
解
釈
の
通
り
に
、
合
格
し
た
。

「
張
鷟
」
に
お
い
て
は
、「
張
鷟
自
身
が
、
夢
に
大
き
な
紫
色
五
色
の
鳥
を
見
て
、
祖
父
は
、
そ
れ
を
吉
祥
と
判
断
し
、
将
来
は
、
皇

帝
を
補
佐
す
る
位
に
ま
で
の
ぼ
る
と
喜
ぶ
。
ま
た
慶
雲
が
身
を
覆
っ
た
と
い
う
夢
を
見
た
の
ち
、
賽
味
道
に
天
下
第
一
の
文
章
と
褒
め

ら
れ
、
夢
に
見
た
通
り
の
官
職
に
つ
い
た
」
と
記
さ
れ
た
り
、「
開
元
二
道
士
」（『
広
記
』
巻
二
一
六
、
中
華
書
局
本
巻
一
）
で
は
、

「
二
人
の
道
士
が
張
鷟
の
運
命
を
占
っ
た
と
こ
ろ
、
大
罪
を
受
け
て
、
死
に
至
る
と
い
う
結
果
が
で
る
。
そ
の
通
り
に
な
る
が
、
友
人

の
嘆
願
で
、
嶺
南
に
流
さ
れ
る
こ
と
で
免
れ
た
」
と
い
う
話
が
載
る
。「
来
婆
」（『
広
記
』
巻
二
八
三
、
中
華
書
局
本
巻
三
）
で
は
、

張
鷟
自
身
が
見
た
琴
を
つ
ま
弾
き
な
が
ら
占
い
を
す
る
女
性
の
様
子
が
詳
細
に
記
さ
れ
、「
夏
文
栄
」（『
広
記
』
巻
三
二
九
、
中
華
書

局
本
巻
二
）
に
お
い
て
も
、
張
鷟
が
友
人
と
と
も
に
官
職
を
占
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
張
鷟
は
「
方
知
官

皆
由
天
」、（「
授
判
冥
人
官
」『
広
記
』
巻
一
四
六
、
中
華
書
局
本
巻
六
）、「
官
職
禄
料
由
天
者
，
盖
不
虚
也
」（「
魏
徴
」『
広
記
』
巻
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一
四
六
、
中
華
書
局
本
巻
六
）
の
よ
う
に
官
職
も
天
の
定
め
に
よ
る
と
記
し
た
り
、
時
に
は
「
あ
な
た
は
、
今
年
は
一
品
、
来
年
は
二

品
、
そ
の
次
は
三
品
と
毎
年
出
世
し
て
い
き
ま
す
よ
」
と
官
僚
制
度
も
わ
か
ら
ず
に
で
た
ら
め
を
言
う
怪
し
い
占
い
師
の
こ
と
を
批
判

す
る
態
度
を
見
せ
る
こ
と
も
あ
る
が
（「
何
婆
」『
広
記
』
巻
二
八
三
、
中
華
書
局
本
巻
三
）、
日
々
自
ら
の
官
職
を
気
に
か
け
、
そ
の

た
め
に
夢
や
占
い
を
信
じ
、
そ
の
結
果
に
一
喜
一
憂
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
こ
う
し
た
話
を
多
く
記
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。一

方
で
張
鷟
は
、「
張
文
成
」、「
鄭
愔
崔
湜
」（
い
ず
れ
も
『
広
記
』
巻
一
八
五
、
中
華
書
局
本
巻
一
）、「
斜
封
官
」（『
広
記
』
巻
一

八
六
、
中
華
書
局
本
巻
一
）
に
お
い
て
、
武
后
当
時
の
科
挙
制
度
で
は
、
賄
賂
や
「
斜
封
官
」
と
呼
ば
れ
る
売
官
制
度
が
横
行
し
て
い

た
こ
と
を
鋭
く
批
判
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
話
し
に
も
見
ら
れ
た
公
正
に
善
悪
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
理
性
的
な
姿
勢
は
、
夢
や
占
い
と
い
う
不
確
実
な
も

の
を
信
じ
て
い
る
か
の
よ
う
な
姿
勢
と
一
見
相
容
れ
な
い
も
の
に
見
え
る
。
内
山
知
也
氏
は
、
張
鷟
は
「
正
義
感
に
満
ち
、
自
然
の
理

法
に
随
い
、
人
間
の
自
主
性
を
堅
持
し
、
人
間
の
生
活
を
直
視
す
る
人
で
あ
る
」
と
す
る
一
方
で
、「
彼
も
や
は
り
時
代
の
宗
教
信
仰

と
無
縁
で
は
あ
り
え
」
ず
、「
彼
の
耳
目
に
接
し
た
神
秘
的
宗
教
的
事
件
を
、
彼
の
信
仰
の
許
す
範
囲
に
お
い
て
是
認
尊
敬
し
、
許
さ

ぬ
点
に
つ
い
て
は
そ
の
実
情
を
批
判
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る（

（2
（

。

し
か
し
必
ず
し
も
、
こ
れ
ら
は
は
っ
き
り
と
分
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
ろ
盾
の
な
い
新
興
の
科
挙
官
僚

で
あ
る
張
鷟
は
、
唐
王
朝
の
繁
栄
を
願
う
官
吏
の
一
員
と
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
武
后
達
の
不
正
を
許
さ
ず
、
そ
の
専
制
に
対
し
、
厳

し
い
批
判
の
目
を
向
け
て
い
た
。
酷
吏
に
関
す
る
文
章
は
、
そ
の
ひ
ど
さ
を
克
明
に
記
す
ほ
ど
、
真
面
目
に
国
家
を
支
え
よ
う
と
す
る

官
吏
達
の
怒
り
を
伝
え
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
一
方
で
、
そ
の
繁
栄
を
支
え
る
た
め
に
、
官
吏
と
し
て
恵
ま
れ
た

立
場
に
い
た
と
は
い
え
な
い
張
鷟
は
、
よ
り
中
枢
に
近
い
立
場
と
な
り
た
い
と
願
い
、
あ
る
い
は
家
柄
に
と
ら
わ
れ
ず
、
実
力
本
位
で
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あ
る
分
、
国
家
の
繁
栄
が
自
身
や
家
族
の
生
活
や
将
来
に
直
結
す
る
か
ら
こ
そ
、
少
し
で
も
よ
い
官
職
を
得
よ
う
と
夢
の
解
釈
や
占
い

に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
冷
静
に
鋭
く
当
時
の
政
権
を
批
判
す
る
こ
と
と
、
自
分
の
官
職
に
こ
だ
わ
り
、
夢
や

占
い
の
話
を
記
す
こ
と
は
、
張
鷟
自
身
の
中
で
は
、
自
然
と
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

八
．『
朝
野
僉
載
』
と
『
遊
仙
窟
』

以
上
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
『
朝
野
僉
載
』
と
は
ど
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
書
で
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

そ
れ
ま
で
の
類
似
の
書
物
と
比
較
し
て
考
え
た
時
、
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
の
は
、
張
鷟
の
視
点
で
話
が
収
集
さ
れ
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
梁
代
の
殷
芸
『
小
説
』
に
も
同
じ
よ
う
に
、
史
料
と
し
て
評
価
で
き
る
話
と
信
憑
性
に
疑
問
の
あ
る
怪
異
な
ど
の
話
が
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
。『
小
説
』
は
武
帝
の
勅
命
を
受
け
て
、
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
内
容
も
他
書
か
ら
の
引
用
が
多
く
、
秦
か

ら
南
朝
の
劉
宋
ま
で
の
話
が
時
代
順
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、『
朝
野
僉
載
』
で
は
、
張
鷟
と
同
時
代
の
話
が
大
半
を
占
め
る
。
張
鷟
に
と
っ
て
は
、
今
、
現
在
、
唐
代
で
起
こ

っ
て
い
る
出
来
事
を
記
し
、
自
分
の
意
見
を
記
す
こ
と
が
大
切
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
関
し
、
内
山
知
也
氏
は
、「
張
鷟
は
、

当
時
の
士
人
の
間
に
話
題
と
な
っ
て
い
た
人
物
の
言
行
に
つ
い
て
、
自
己
の
判
断
と
解
釈
を
持
ち
込
み
、
そ
れ
を
読
者
に
伝
え
よ
う
と

し
た
最
初
の
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う（

（2
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
の
み
な
ら
ず
自
身
の
意
見
が
書
か
れ
て
い
な
い
話
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
張
鷟
の
目
線
と
価
値
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
第
六
節
で
取
り
上
げ
た
嫉
妬
す
る
正
妻
た
ち
の
話
で
は
、
嫉
妬
の
た
め
に
夫
の
愛
妾
に
残
虐
な
仕
打
ち
を
す
る
女
性
た
ち
は
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必
ず
報
い
を
受
け
た
。
し
か
し
本
来
そ
の
原
因
を
作
っ
た
夫
た
ち
が
報
い
を
受
け
た
と
の
記
述
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
話
が
記
さ
れ
た
背

景
に
は
、
悪
事
に
は
必
ず
報
い
が
あ
る
と
い
う
考
え
は
あ
っ
て
も
、
異
常
な
行
動
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
妻
た
ち
の
苦
し
み
、
悲

し
み
を
思
い
や
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
が
張
鷟
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
男
性
た
ち
の
普
通
の
感
覚
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
さ
ら
に
張
鷟
が
社
会
を
と
ら
え
た
視
点
を
考
え
る
と
き
に
、
張
鷟
が
新
興
の
科
挙
官
僚
で
あ
っ
た
と
い
う
点
も
『
朝
野
僉

載
』
の
性
質
を
考
え
る
上
で
重
要
な
要
素
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
張
鷟
の
も
う
一
つ
の
著
作
『
遊
仙
窟
』
と
の
関

係
を
考
慮
し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

妹
尾
達
彦
氏
は
、
唐
代
に
科
挙
制
度
が
定
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
の
社
会
に
も
た
ら
さ
れ
た
変
化
と
し
て
、「
統
治
階
層
の

構
成
原
理
が
身
分
か
ら
業
績
（
科
挙
合
格
）
に
転
換
す
る
こ
と
で
、
人
類
社
会
で
初
め
て
、
受
験
に
よ
る
業
績
主
義
の
社
会
に
突
入

し
」、「
科
挙
制
度
の
定
着
と
と
も
に
、
経
世
済
民
と
い
う
儒
家
的
な
教
養
と
、
詩
文
作
成
能
力
を
公
私
に
お
い
て
兼
備
し
た
文
人
層

（
士
人
層
）
が
、
唐
代
に
お
い
て
初
め
て
誕
生
し
た（

（2
（

」
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
共
同
体
か
ら
独
立
し
、
努
力
に
よ
る
階

層
上
昇
を
可
能
と
す
る
個
人
を
創
出
さ
せ
る
一
方
で
、
受
験
生
で
あ
る
男
性
知
識
人
た
ち
は
、
孤
独
に
受
験
勉
強
に
立
ち
向
か
う
こ
と

に
な
り
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
た
社
会
構
造
の
変
化
を
背
景
に
、
都
へ
出
て
き
た
受
験
生
た
ち
は
、
妓

女
た
ち
と
の
間
で
個
人
と
個
人
の
交
情
、
つ
ま
り
「
恋
愛
」
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
科
挙
受
験
生
と

妓
女
た
ち
の
間
の
恋
愛
は
、
唐
代
の
文
学
の
題
材
と
な
り
、
多
く
の
作
品
、
特
に
唐
代
伝
奇
の
よ
う
な
小
説
（novel

）
を
生
み
出
し

て
い
く
背
景
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
妹
尾
氏
が
そ
の
嚆
矢
と
し
て
あ
げ
る
の
が
、
張
鷟
の
『
遊
仙
窟
』
で
あ
る
。『
遊
仙
窟
』
は
、

「
神
仙
窟
に
迷
い
込
ん
だ
張
鷟
が
二
人
の
仙
女
崔
十
娘
と
王
五
嫂
の
歓
待
を
受
け
、
一
夜
を
過
ご
す
」
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
二
人
の

仙
女
は
実
際
は
妓
女
で
、
遊
里
で
の
遊
び
を
描
い
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。

『
遊
仙
窟
』
の
中
に
は
、
張
鷟
が
十
娘
に
対
し
て
、
自
分
の
出
自
を
説
明
す
る
場
面
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
代
々
名
門
の
一
族
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で
、
進
士
科
に
主
席
で
合
格
し
、
さ
ら
に
は
制
科
を
受
け
上
位
の
成
績
で
合
格
し
た
が
、
自
ら
は
父
祖
の
偉
業
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、

県
尉
な
ど
下
級
の
官
吏
に
甘
ん
じ
て
い
る
と
い
う
。
多
少
の
誇
張
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
張
鷟
の
実
際

の
経
歴
と
ほ
ぼ
重
な
る
も
の
で
あ
る（

（2
（

。『
遊
仙
窟
』
が
描
き
出
す
き
ら
び
や
か
な
世
界
や
美
女
と
の
交
歓
は
、
現
実
に
不
安
や
不
満
を

持
つ
科
挙
の
受
験
生
た
ち
や
科
挙
官
僚
た
ち
に
と
っ
て
、
慰
め
や
希
望
と
な
り
得
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
こ
う
し
た
受
験
生
、

官
僚
た
ち
の
思
い
が
、『
遊
仙
窟
』
を
生
み
出
し
た
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
『
朝
野
僉
載
』
に
は
、
唐
代
を
生
き
る
多
様
な
人
々
の
話
が
書
か
れ
、
そ
の
一
部
に
は
、
小
説
（novel

）
に
発
展
し
そ
う
な

話
も
あ
る
。
し
か
し
、
人
々
の
嫉
妬
や
拷
問
を
描
く
描
写
の
細
か
さ
は
、
残
酷
を
き
わ
だ
た
せ
る
方
向
へ
進
む
傾
向
が
あ
り
、
必
ず
し

も
小
説
に
発
展
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
『
朝
野
僉
載
』
と
『
遊
仙
窟
』
は
、
科
挙
官
僚
た
ち
が
社
会
に
定
着
し
て

い
く
直
前
の
武
后
期
の
社
会
を
張
鷟
と
い
う
敏
感
な
感
覚
と
文
才
を
持
つ
科
挙
官
僚
の
目
に
よ
っ
て
と
ら
え
た
書
と
い
う
意
味
で
は
、

同
じ
根
を
持
つ
書
と
言
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

九
．
お
わ
り
に

筆
者
は
、
以
前
、
中
唐
初
期
に
張
薦
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
霊
怪
集
』
に
つ
い
て
の
論
考
を
記
し
た（

（2
（

。
そ
の
中
で
張

薦
は
、
張
鷟
の
孫
で
あ
り
、
張
薦
の
息
子
の
希
復
は
『
酉
陽
雑
俎
』
の
作
者
で
あ
る
段
成
式
と
交
流
が
あ
り
、
さ
ら
に
希
復
の
妻
は
、

『
玄
怪
録
』
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
牛
僧
孺
の
娘
で
あ
り
、
こ
の
希
復
と
牛
僧
孺
の
娘
の
息
子
が
、『
宣
室
志
』
を
書
い
た
張
読
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
唐
代
に
わ
た
り
、
張
氏
一
族
が
小
説
制
作
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
と
そ
の
詳
細
を
解
明
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
な
自
身
の
目
で
時
代
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
『
朝
野
僉
載
』
の
姿
勢
は
、
着
実
に
張
薦
た
ち
に
も
引
き
継
が
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れ
新
た
な
書
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
張
氏
一
族
の
小
説
制
作
と
い
う
大
き
な
課
題
を
見
据
え
つ
つ
、『
朝
野
僉

載
』
の
他
に
も
上
記
の
よ
う
な
各
書
の
性
質
を
と
ら
え
る
試
み
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
。

注（
1
）『
朝
野
僉
載
』
の
逸
文
に
お
い
て
、
張
鷟
が
登
場
す
る
話
は
以
下
の
通
り
。「
神
鼎
」（『
広
記
』
巻
九
七
、
中
華
書
局
本
巻
六
、
篇
名
は

『
太
平
広
記
』
に
よ
る
。
ま
た
括
弧
内
に
は
、『
太
平
広
記
』
に
お
け
る
巻
数
及
び
中
華
書
局
本
『
朝
野
僉
載
』
六
巻
本
の
巻
数
を
記
す
。

以
下
同
。）「
張
鷟
」（『
広
記
』
巻
一
四
二
、
中
華
書
局
本
巻
六
）、「
韋
氏
」（『
広
記
』
巻
一
四
八
、
中
華
書
局
本
巻
一
）、「
張
鷟
自
号
浮

休
子
」（『
広
記
』
巻
一
六
九
、
中
華
書
局
本
巻
四
）、「
張
鷟
」（『
広
記
』
巻
一
七
一
、
中
華
書
局
本
巻
五
）、「
開
元
中
二
道
士
」（『
広
記
』

巻
二
一
六
、
中
華
書
局
本
巻
一
）、「
雑
説
薬
」（『
広
記
』
巻
二
二
〇
、
中
華
書
局
本
巻
一
）、「
趙
履
温
」（『
広
記
』
巻
二
四
〇
、
中
華
書

局
本
巻
五
）、「
朱
随
侯
」（『
広
記
』
巻
二
五
四
、
中
華
書
局
本
巻
四
）、「
宋
之
愻
」（『
広
記
』
巻
二
六
三
、
中
華
書
局
本
補
輯
）、「
張
鷟
」

（『
広
記
』
巻
二
七
七
、
中
華
書
局
本
巻
三
）、「
張
鷟
」（『
広
記
』
巻
二
五
五
、
中
華
書
局
本
巻
四
）、「
来
俊
臣
」（『
広
記
』
巻
二
八
三
、

中
華
書
局
本
巻
三
）、「
何
婆
」（『
広
記
』
巻
二
八
三
、
中
華
書
局
本
巻
三
）、「
来
婆
」（『
広
記
』
巻
二
八
三
、
中
華
書
局
本
巻
三
）、「
薛

懐
義
」（『
広
記
』
巻
二
八
八
、
中
華
書
局
本
巻
五
）、「
夏
文
栄
」（『
広
記
』
巻
三
二
九
、
中
華
書
局
本
巻
二
）、「
蝗
」（『
広
記
』
巻
四
七

四
、
中
華
書
局
本
補
輯
）

（
2
）
張
鷟
の
生
涯
に
関
し
て
は
、
本
文
に
あ
げ
た
『
桂
林
風
土
記
』、
両
『
唐
書
』
な
ど
の
資
料
の
ほ
か
に
、
以
下
の
論
考
の
該
当
部
分
を
参

考
に
し
た
。
竹
田
復
「
遊
仙
窟
の
性
格
」（
日
本
大
学
編
『
日
本
大
学
創
立
七
十
年
記
念
論
文
集
第
一
巻
人
文
科
学
編
』、
一
九
六
〇
年
所

収
）、
内
山
知
也
「
張
鷟
と
「
朝
野
僉
載
」
に
つ
い
て
」（『
隋
唐
小
説
研
究
』
木
耳
社
、
一
九
七
七
年
所
収
）、
趙
守
儼
「
張
鷟
和
『
朝
野

僉
載
』」（『
文
史
』
第
八
輯
所
収
）、
李
剣
国
『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
序
録
』
所
収
「
遊
仙
窟
」
の
項
（
南
開
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）、

湯
浅
幸
孫
「
張
鷟
と
そ
の
著
作
」（
日
本
中
国
学
会
創
立
五
十
年
記
念
論
文
集
編
集
小
委
員
会
編
『
日
本
中
国
学
会
創
立
五
十
年
記
念
論

文
集
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）、
陶
敏
、
傅
璇
琮
『
唐
五
代
文
学
編
年
史
―
初
盛
唐
巻
』（
遼
海
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
周
勛
初

『
唐
代
筆
記
小
説
序
録
』
所
収
「
朝
野
僉
載
」（『
周
勛
初
文
集
5
』
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
）、
黄
永
年
『
唐
史
史
料
学
』
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「
雑
史
雑
説
小
説
類
」
所
収
「
朝
野
僉
載
」（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
所
収
）、
福
田
俊
郎
『
朝
野
僉
載
の
本
文
研
究
』（
大
東
文

化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
）、
程
毅
中
『
唐
代
小
説
史
』
第
四
章
「
通
俗
小
説
与
遊
仙
窟
」「
遊
仙
窟
（
附
朝
野
僉
載
）」（
人
民

文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
徐
松
撰
、
孟
二
冬
補
正
『
登
科
記
考
補
正
』（
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
3
）『
登
科
記
』
に
関
し
て
は
、
ど
の
書
を
指
す
か
、
不
明
で
あ
る
が
、
前
掲
注
（
2
）
湯
浅
幸
孫
氏
の
論
考
に
お
い
て
は
、『
郡
斎
読
書
志
』

に
「
登
科
記
三
十
巻
，
楽
史
撰
。
記
進
士
及
諸
科
登
名
者
，
起
唐
武
徳
迄
天
祐
末
」
と
あ
り
、
宋
初
の
楽
史
（
九
三
〇
～
一
〇
〇
七
）
の

書
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
4
）
洪
邁
『
容
斎
続
集
』
巻
一
二
「
龍
筋
鳳
髄
判
」
史
云
，「
調
露
中
，
登
進
士
第
，
考
功
員
外
郎
騫
味
道
見
所
対
，
称
天
下
無
双
。」
按
登

科
記
，
乃
上
元
二
年
，
去
調
露
尚
六
歳
。

（
5
）
唐
代
の
科
挙
制
に
つ
い
て
は
、
兪
鋼
『
唐
代
文
言
小
説
与
科
挙
制
度
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。
唐
代
の
科
挙
で

は
、
進
士
科
な
ど
各
科
目
の
試
験
を
行
う
の
は
、
礼
部
で
あ
り
、
さ
ら
に
任
官
す
る
た
め
に
は
、
吏
部
の
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
礼
部
の
試
験
に
受
か
り
、
進
士
の
資
格
を
得
た
が
、
任
官
を
待
っ
て
い
る
も
の
を
「
前
進
士
」
と
よ
ん
だ
。

（
6
）『
唐
会
要
』
巻
七
六
。
洪
邁
『
容
斎
続
集
』
巻
一
二
で
は
、
神
龍
元
年
（
七
〇
五
年
）
と
す
る
。

（
7
）『
登
科
記
考
』
巻
四
引
『
登
科
記
』

（
8
）
洪
邁
『
容
斎
続
集
』
巻
一
二

（
9
）『
旧
唐
書
』
巻
一
四
九
及
び
『
大
唐
新
語
』
巻
八

（
10
）
周
勛
初
『
唐
代
筆
記
小
説
序
録
』
所
収
「
朝
野
僉
載
」（『
周
勛
初
文
集
5
』
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
）

（
11
）
趙
守
儼
「
張
鷟
和
『
朝
野
僉
載
』」（『
文
史
』
第
八
輯
所
収
）
ま
た
『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
五
巻
本
は
、
明

抄
本
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
12
）
福
田
俊
郎
『
朝
野
僉
載
の
本
文
研
究
』（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
）

（
13
）
中
華
書
局
、
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
、
一
九
七
九
年
、
一
九
九
七
年
第
二
版
。
同
書
に
は
、
程
毅
中
点
校
『
隋
唐
嘉
話
』
も
収
め
ら
れ
て

い
る
。

（
14
）
中
華
書
局
本
『
太
平
広
記
』
一
九
六
一
年
。『
太
平
広
記
会
校
』
燕
山
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
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（
15
）
韓
雲
波
『
唐
代
小
説
観
念
與
小
説
興
起
研
究
』（
四
川
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
第
五
節
「『
朝
野
僉
載
』
小
説
叙
事
対
歴
史
叙
事

的
五
点
突
破
」
で
は
、
歴
代
の
書
目
に
お
け
る
『
朝
野
僉
載
』
の
分
類
や
現
在
の
小
説
、
筆
記
研
究
に
お
け
る
『
朝
野
僉
載
』
に
対
す
る

取
り
扱
い
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

（
16
）
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
年

（
17
）
河
北
師
範
大
学
修
士
論
文
、
二
〇
〇
五
年

（
18
）
前
掲
注
（
2
）

（
19
）
復
旦
大
学
修
士
論
文
、
二
〇
〇
九
年

（
20
）
上
海
師
範
大
学
修
士
論
文
、
二
〇
〇
九
年

（
21
）
武
后
時
代
に
つ
い
て
は
、
気
賀
沢
保
規
『
則
天
武
后
』（
白
帝
社
、
一
九
九
五
年
）
を
参
照
。

（
22
）「
張
鷟
と
『
朝
野
僉
載
』
に
つ
い
て
」（『
隋
唐
小
説
研
究
』、
木
耳
社
、
一
九
七
七
年
）
所
収
。

（
23
）
以
下
引
用
す
る
話
は
、『
朝
野
僉
載
』
中
華
書
局
本
で
は
、
い
ず
れ
も
巻
三
に
収
め
ら
れ
る
。

（
24
）
前
掲
注
（
22
）

（
25
）
前
掲
注
（
22
）

（
26
）「
恋
愛
―
唐
代
に
お
け
る
新
し
い
両
性
認
識
の
構
築
―
」（『
唐
代
史
研
究
』
第
六
号
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）。

（
27
）『
遊
仙
窟
』
に
お
け
る
科
挙
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
張
鷟
『
遊
仙
窟
』
と
万
葉
の
人
々
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
九
三
号
、
二
〇
〇

六
年
所
収
）
参
照
。

（
28
）
研
究
ノ
ー
ト
「
張
薦
『
霊
怪
集
』
に
つ
い
て
」（『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
中
国
研
究
』
第
十
四
号
）


